
第３学年１組 技術・家庭科（技術分野）学習指導案 

令和６年１２⽉５⽇（木）第５校時 

授業場所：技術科室 

授業者：⽥尻 雅美 

１ 題材名「学習した技術で持続可能な社会の構築を目指した、システムのモデルを開発、提案しよう」 
内容「D 情報の技術」（１）アイ（３）アイ（４）アイ 

 
２ 題材について 
（１）生徒について 
 
 
 
 
 
 
 

授業前の事前アンケートでは、「プログラミングを行うことが出来ますか？」と言う質問に対し
て、６8％以上の生徒が概ねプログラミングを行う事が出来ると回答している。また、「情報の技術
がどのような場面で利用されているか説明できますか？」と言う質問に対して、６１％の生徒が概ね
説明できると回答している。これは、２年生の段階で、Scratchを活用したプログラミング学習を行
なってきており、その学習からプログラミングの基礎的な知識を身に付け、情報の技術と社会への役
割について考えてきた経験が表れていると言える。 
また、プログラミングの技術が生徒たちの生活の中にも浸透してきており、電子ゲームや携帯アプ

リケーションでも体験できる機会も増えてきている。しかしあくまでゲームの世界での体験であり、
その技術が実生活や社会の問題解決のために活用されている事を考える場面や、自分自身で社会の問
題とプログラミングの技術を関連づける機会は少ない。 

 
（２）題材について 

情報の技術を学習するにあたり、今まで学習してきた様々な技術と関連づけ、統合的な課題解決を
行うことも踏まえて、スマート農業のシステムモデルの制作を行うことにした。 
システムモデルを開発する過程では、今まで学習してきた、内容「A 材料加工の技術」、内容「B 

生物育成の技術」、内容「C エネルギー変換の技術」で学習した知識・技能と関連づけられるよう
に、それまでの学習で学んできた教材を組み合わせて、模型、アクチュエータなどの部品を製作する
ことができるようにした。 
機器の操作や、工具の学習を新たに行う時間を簡略化することで、試行錯誤の時間を確保する事に

重点を置いた。 
 
（３）指導について 

本題材では、生活に利用されている計測・制御の技術を意識できるように、生活の中にある基本的
なプログラムを例に挙げながら学習を進めていく。 
また、課題解決の場面では、これまで学習してきた、内容「D 情報の技術」以外の学習と関連づ

け、解決に向けて取り組めるよう意識し、生徒たちに統合的な課題解決の学習を経験させ、基本的な
知識、技能の育成だけでなく、学習した知識・技能をこれからの生活に生かそうとする態度を涵養さ
せたい。 

 
３ 題材の目標 

情報の技術の見方・考え方を働かせ、計測制御を利用したモデルシステムを開発する実践的・体験
的な活動を通して、生活や社会で利用されている情報の技術についての基礎的な理解を図り、それら
に係る技能を身に付け、情報の技術と生活や社会、環境との関わりについて理解を深めるとともに、
社会の中から情報の技術に関わる問題を見いだして課題を設定し解決する力、よりよい生活や持続可
能な社会の構築に向けて適切かつ誠実に情報の技術を工夫し創造しようとする実践的な態度を育成す
る。 

  

質問１：プログラミングを
行うことができますか？ 

質問２：情報の技術がどの
ような場面で利用されてい
るのか説明できますか？ 

質問１ 質問２ 



４ 題材の評価規準  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
 生活や社会で利用されている情
報の記録、計算の特性等の原理・
法則と、計測・制御システム等に
関わる基礎的な技術の仕組み及
び、情報の技術と生活や社会、環
境との関わりについて理解してい
るとともに、安全・適切なプログ
ラムの制作、動作の確認及びデバ
ッグ等ができる技能を身に付けて
いる。 

 生活や社会の中から情報の技術
に関わる問題を見いだして課題を
設定し、解決策を構想し、実践を
評価・改善し、表現するなどして
課題を解決する力を身に付けると
ともに、よりよい生活や持続可能
な社会の構築を目指して、情報の
技術を評価し、適切な選択と管
理・運用する力や、新たな発想に
基づく改良、応用する力について
身に付けている。 

 よりよい生活の実現や持続可能
な社会の構築に向けて、課題の解
決に主体的に取り組んだり、振り
返って改善したりして、情報の技
術を工夫し創造しようとしてい
る。 

５ 題材の指導と評価の計画（17時間扱い） 

時

間 

○ねらい 

・学習活動 

◆評価規準 ◇評価方法 

（知）：知識・技能 （思）思考・判断・表現 

（主）主体的に学習に取り組む態度 

1 
○情報の技術の原理・法則と基礎

的な技術の仕組み及び、情報の技

術と安定した生活や社会、環境と

の関わりについて理解するととも

に、情報の技術が最適化されてき

たことに気付く 

・通信の機密を保つ情報セキュリ

ティの仕組みについて理解する。 

・Microbitを用いて、プログラムの

編集・保存、動作の確認、デバッグ

等を行う。 

・情報に関する技術を利用場面に応じて適正に活用する必要があ

ることを理解している。（知） 

・計測・制御システムの要素について理解している。（知） 

・計測・制御システムの仕組みについて理解している。（知） 

・安全・適切なプログラムの制作、動作の確認及び、デバック等

ができる。（知） 

・情報のデジタル化や処理の自動化、情報セキュリティ等に関わ

る技術が、社会からの要求、使用時の安全性、経済性、情報の倫

理やセキュリティ等に着目し、情報の表現、通信の特性等にも配

慮して、最適化されてきたことに気付くことができる。（思） 

・進んで情報の技術と関わり、主体的に理解し、技能を身に付け

ようとしている。（主） 

◇ワークシート◇ペーパーテスト 

2 

3 

4 

5 

○情報の技術の見方・考え方を働

かせて、問題を見いだして、課題を

設定し、システムを構想する。 

・生活や社会の中から問題を見い

だし、システムによって現状をよ

りよくするための課題設定する。 

・安全・適切なプログラムの制作、センサやアクチュエータも含

めた動作の確認及びデバック等ができる。（知） 

 

・生活や社会の中から問題を見いだして課題を設定する力を身に

付けている。（思） 

・課題の解決策を条件を踏まえて構想し、全体構成やアルゴリズ

ム、データの流れを図に表す力を身に付けている。（思） 

・設計に基づく合理的な解決作業について考える力を身に付けて

いる。（思） 

・課題の解決結果や解決過程を評価、改善及び修正する力を身に

付けている。（思） 

 

・自分なりの新しい考え方や捉え方によって、解決策を構想しよ

うとしている。（主） 

・自らの問題解決とその過程を振り返り、よりよいものとなるよ

う改善・修正しようとしている。（主） 

◇ワークシート◇ペーパーテスト 

6 ○スマート農業のシステムの改良

を行い、安全・適切にシステムの設

計、制作を行うことができる。 

・Microbitを用いて、プログラムの

編集・保存、センサやアクチュエー

タも含めた動作の確認デバッグ等

を行う。 

・課題の解決結果や解決過程を評

価、改善及び修正する。 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

○解決結果及び解決過程を評価

し、改善・修正する。 

・自らの問題解決について発表 

し、その過程を振り返り、よりよい

ものとなるよう改善・修正する。 

14 



15 

○技術の概念を理解し、よりよい

生活や社会の実現を目指し情報の

技術を評価し適切な改良について

考える。 

・よりよい生活や社会の実現につ

いて話し合い、自分の考えを提言

する。 

・これまでの学習と、情報の技術がよりよい生活や社会の実現に

果たす役割や影響を踏まえ、エネルギー変換の技術の概念を説明

できる。（知） 

・よりよい生活や社会の実現を目指して、既存の情報の技術を、

安全性や社会・産業における役割などの多様な視点で客観的に評

価し、適切な管理、改良の在り方を考える力を身に付けている。 

（思） 

・よりよい生活や社会の実現に向けて、情報の技術を工夫し創造

していこうとしている。（主） 

◇ワークシート 

16 

17 

○よりよい生活や社会の実現を目

指し、これまで学んできたすべて

の技術を評価し、適切な改良、応

用について考える。 

・今後の技術について、統合的な

内容の視点から捉え、自分の考え

を提言する。 

 

  



６ 本時の指導計画 (１３／１７） 

（１）本時の評価基準 

・課題の解決結果や解決過程を評価、改善及び修正する力を身に付けている。【思考・判断・表現】 

・自らの問題解決とその過程を振り返り、よりよいものとなるよう改善・修正しようとしている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

（２）展開 

時 

間 
学習活動 

・指導上の留意点 ◇評価基準 

【評価の観点】 （評価方法） 

２ 

 

 

 

 

4 

 

 

 

8 

 

 

 

24 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

２ 

 

５ 

１ 前時までの活動を振り返り、

本時の課題を確認する。 

 

 

 

２ 適切な発表会のため、注意事

項を確認する。 

 

 

３ 発表のための準備を行う。 

・動画が再生できているか。 

・システムモデルが動作する

か。 

４ 発表会を行う。 

 移動を含めて 8 分で行う。 

 １） 発表（動画の視聴） 

 

 ２） 質疑応答 

 

 ３） 改善案の記入 

 

 ４） 移動 

 

 

 

 

 

５ 発表を終えて、もらった改善

案や他の班の発表を聞いて気づい

た事をまとめ、自分達のシステム

をより良くするための改善案を考

える。 

 

６ 班で片付けを行う。 

 

７ 次回は、今回考えた改善案を

自分達のシステムの活かす活動を

行う事を確認し、各班が行う活動

を計画させる。 

 

・現在の作業が、設定した課題の解決のために行っているも

のであり、作業内容について振り返りが必要である事を意識

させる。 

 

 

・移動を含めた発表時間の確認 

・発表後の意見交換では、建設的な発言をするよう指導し、

開発中のシステムをより良くしていこうとする意識を持たせ

る。 

・危険の無いように、作業するよう意識させる。 

・修理や調整が必要な班があった場合は、適宜支援を行う

が、できるだけ自分達で解決できるようにする。 

 

・これまで気づかせてきた、技術の見方・考え方を意識させ、そ

れぞれのシステムモデルを評価するよう意識させる。 

・発表側には、自分達のシステムモデルに対して他者の視点から

評価してもらい、あらたな考え方や改善案について気づかせる。 

・視聴者側には、他者の発表から自分達のシステムモデルへ活か

すことのできるアイディアや考え方に気づかせる。 

◇課題の解決結果や解決過程を評価、改善及び修正する力を身に付けてい

る。【思考・判断・表現】（ワークシート） 

おおむね満足 

できる状況(B) 

・発表を聞き、解決過程などを評価し、改善及び修正

案を出すことができている。 

→これまで気づかせてきた、技術の見方・考え方を 

ワークシートで振り返らせ、案を出すための足がかり

にさせる。 

 

◇自らの問題解決とその過程を振り返り、よりよいものとなるよう改善・

修正しようとしている。【主体的に学習に取り組む態度】（ワークシート） 

おおむね満足 

できる状況(B) 

・周りの意見や発表を聞いて気づいたアイディアを自

分達のシステムモデルの改良に活かそうとしている。 

→記入してもらった改善案や発表を聞いた時にメモし

ている内容などを確認させ、自分のシステムを再評価

させ、改善しようとする意識を持たせる。 

 

・次回の学習について確認させ、次回の学習への見通しを持

たせる。 

 

 

学習課題 作成したシステムモデルについて発表し合い、さらに改良しよう 
ついて制作しよう 



 


